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この10年で変化
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生産年齢(15～64歳)の減少



ここ10年での保険者における変化

年数 内容

1922年 （旧）健康保険法

1938年 （旧）国民健康保険法

1958年 国民健康保険法の制定

1961年 国民皆保険の実現

1973年 70歳以上医療費無料

1983年 老人保健法の施行

1984年 職域保険自己負担1割

1997年 職域保険自己負担2割

2003年 職域保険自己負担3割

2008年 後期高齢者医療制度開始

2015年 医療保険制度改革法の成立

2018年 財政運営が都道府県単位に変更
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2008年に少子高齢化に伴い、後期高齢者
医療制度スタート
引き換えに2008年4月より特定健診・特定
保健指導がスタート
高齢者納付金の負担増により再び赤字組合
の増加

2003年に自己負担3割により黒字組合の増加

保険者の業務負担が増加
適用・給付業務
⇒適用・給付業務 ＋ 特定健診・特定保健指導
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2015年に社会保障制度の維持に向け、医療保険制
度改革法成立
これに合わせて、厚生労働省が推進する「データ
ヘルス」と経済産業省が推進する「健康経営」が
両輪の取組として2015年よりスタート

保険者の業務負担が増加し、保険者の役割に期待
適用・給付業務 ＋ 特定健診・特定保健指導
⇒適用・給付業務 ＋ 特定健診・特定保健指導

＋データヘルス計画に伴う保健事業

2015年医療保険制度改革法の社会保障制度の維持を目指すポイント
1．国民健康保険の運営を市町村から都道府県に移管
2．後期高齢者支援金の全面報酬割の導入
3．入院時の食事代（入院時食事療養費）の段階的な引き上げ
4．紹介状なしの大病院受診時の定額負担の導入
5．「患者申出診療」（現在の混合診療の拡大）

背景
2010年頃よりレセプトの電子化やデータのフォーマット化が進み、
分析がしやすい環境が整い始め、データヘルス計画へとつながっていく

健康保険組合の職員においては、母体企業から人事
異動の一環で2～3年に一度として、入れ替わること
が多く、異動後、不慣れな分野のため、勉強に取り
まれる方が多いのですが、その勉強を生かし切る前
にご異動、定年となり、また新しく来られる方が同
じことを繰り返さすため、保健事業が業者任せで主
体性を出せないでいる。



健保連が警告する2022年からの健保制度危機
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前期高齢者(65～74歳)が減少し、後期高齢者(75歳以上)が急増
ボリュームゾーンの「団塊の世代」が75歳を超えて後期高齢者に
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目標が医療費削減から健康寿命の増加による社会保障の保険料を支える生産年齢人口の増加へ
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国保組合の保険事業に対する1000億円程度の費用補助
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健保・共済組合の後期高齢者支援金加算減算制度
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保健事業 合計配点 総合評価の項目 各配点

歯科健診：健診受診者の把握 4

歯科保健指導 4

歯科受診勧奨 4

予防接種

4 予防接種の実施(インフルエンザワクチン接種等) 4

後発医薬品の使用促進

22 後発医薬品の使用促進事業 22

保険者間の連携 (退職者 への特定健診データの提供、活用） 5

保険者間の連携（保険者共同での特定健診データの活用・分析）4

産業医・産業保健師との連携  4

健康宣言の策定や健康づくり等の共同事業の実施 4

就業時間内の特定保健指導の実施の事業主による配慮 4

合計 200

保険者間連携

9

コラボヘルス

12

歯科

12

健保・共済組合の後期高齢者支援金加算減算の配点

保健事業 合計配点 総合評価の項目 各配点

特定健診・特定保健指導の実施率 65

被扶養者への特定健診の実施率 4

被扶養者への特定保健指導の実施率 4

特定保健指導の対象者割合の減少率 10

要医療の者への受診勧奨 4

要医療の者への受診確認　　　 4

糖尿病性腎症等の重症化予防の取組 4

運動習慣改善のための事業 4

食生活の改善のための事業 4

こころの健康づくりのための事業 4

喫煙対策事業 5

インセンティブを活用した事業の実施       4

加入者への情報提供の際にICTを活用 5

対面での健診結果の情報提供 4

退職後の健康管理の働きかけ情報提供 4

がん検診の実施(早期発見) 4

がん検診：要精密検査への受診勧奨(早期治療) 4

市町村が実施するがん検診の受診勧奨 4

情報提供

13

がん

12

健康づくりの働きかけ

21

保険者機能の総合評価の指標・配点（後期高齢者支援金インセンティブ）

特定健診・特定保健指導

83

重症化予防

12

保険者が行うべき保健事業が

ほぼ網羅されている
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後期高齢者支援金減算対象上位

銀行系や母体企業とのコラボヘルスが

進んでいる保険者が上位に来ている
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後期高齢者支援金減算対象上位



データヘルスによるレセプト健診分析から見える健康格差
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データ分析から見える健康格差
1.雇用形態や職種の格差
2.経済格差(所得格差)

3.教育格差
4.地域格差
5.未婚者の問題
6.一人暮らしの高齢者の問題

等

健康経営を推進している企業においては、健康に対する
企業風土があり、健康風土醸成がされていない企業との
健康格差が大きく広がると考えられる。
健康経営を実践している企業は、幸福と豊かな生活を送るための健康
支援をしてくれており、大きな福利厚生といえます。



平均寿命(47/47位)  がん年齢調整死亡率(1/47位) 平均寿命が短い地域はガン死亡者が多い。また、
生活習慣では25歳以上スポーツ人口と正の相関があり、スポーツ人口が多いところは寿命が長い。
適度に体を動かす生活が健康によい影響を与えている。

項目 実数 順位 偏差値 項目 実数 順位 偏差値 項目 実数 順位 偏差値

りんご生産量 [ 2009年 ] 457,300トン 1 114.79 凍死者数 [ 2016年 ] 29.0人 2 71.99 健康寿命：女性 [ 2016年 ] 74.37歳 25 50.18

ほたて貝消費量 [ 2016年 ] 4,046g 1 111.69 豆腐消費量 [ 2016年 ] 97.0丁 1 71.84 白血病死亡率 [ 2012年 ] 2.37 23 46.92

貝類消費量 [ 2016年 ] 6,073g 1 93.57 豚肉消費量 [ 2016年 ] 23,060g 2 71.25 野菜摂取量（女性） [ 2010年 ] 275グラム 29 45.91

灯油消費量 [ 2016年 ] 6.03億L 1 90.95 喫煙率：女性 [ 2013年 ] 14.20% 2 71.21 かつお節・削り節消費量 [ 2016年 ] 184g 42 45.82

イカ消費量 [ 2016年 ] 4,533g 1 89.65 男子小中学生肥満率 [ 2010年 ] 13.75% 1 71.09 野菜摂取量（男性） [ 2010年 ] 292グラム 31 45.68

食塩消費量 [ 2016年 ] 4,359グラム 1 88.49 たまねぎ消費量 [ 2016年 ] 19,694g 2 70.34 弁当消費量 [ 2010年 ] 11,837円 29 45.45

ソーセージ消費量 [ 2013年 ] 7,182グラム 1 87.55 前立腺がん死亡率 [ 2012年 ] 3.17 2 68.7 食事時間 [ 2011年 ] 97分 26 45.31

年齢調整死亡率（男性） [ 2010年 ] 662.4人 1 87.05 味噌消費量 [ 2008年 ] 9,800グラム 3 66.34 砂糖消費量 [ 2008年 ] 5,983グラム 34 43.9

インスタントラーメン消費量 [ 2016年 ] 9,227g 1 86.31 お菓子屋店舗数 [ 2012年 ] 606軒 2 66.29 お菓子消費量 [ 2012年 ] 75,164円 39 43.48

がん年齢調整死亡率 [ 2014年 ] 96.06 1 85.41 火災死亡者数 [ 2016年 ] 21.7人 4 66.16 うつ病患者数 [ 2008年 ] 9,000人 36 41.33

生鮮魚介消費量 [ 2016年 ] 46,461g 1 85.25 膀胱がん死亡率 [ 2012年 ] 1.07 4 64.34 25歳以上ジョギング・マラソン人口 [ 2016年 ] 68,000人 44 38.63

卵巣がん死亡率 [ 2012年 ] 5.57 1 85.15 胃がん死亡率 [ 2012年 ] 13.33 3 64.31 緑茶消費量 [ 2009年 ] 656グラム 44 38.5

魚介類消費量 [ 2016年 ] 60,394g 1 85.06 マヨネーズ消費量 [ 2016年 ] 2,876g 3 64.15 飲酒費用 [ 2016年 ] 12,406円 45 37

年間降雪量 [ 2011年 ] 669cm 1 84.71 ガン患者数 [ 2008年 ] 21,000人 5 63.82 年間快晴日数 [ 2010年 ] 12.6日 42 36.95

りんご消費量 [ 2010年 ] 35,877g 1 83.98 アルコール消費量 [ 2016年 ] 8,893㎘ 6 62.85 15歳未満人口（子供の数） [ 2016年 ] 14.5万人 45 36.88

サンマ消費量 [ 2016年 ] 3,086g 1 81.51 ガン死亡者数：男性 [ 2006年 ] 2,668人 7 62.78 生産年齢人口増減率 [ 2016年 ] 83.09% 45 35.95

がん死亡率：男性 [ 2012年 ] 132.63 1 80.54 スナック菓子消費量 [ 2012年 ] 5,584円 6 62.61 喘息患者数 [ 2008年 ] 7,000人 45 35.92

もやし消費量 [ 2016年 ] 10,146g 1 80.28 めん類消費量 [ 2014年 ] 19,466円 4 62.42 年間日照時間 [ 2010年 ] 1,602.7時間 46 33.13

サケ消費量 [ 2016年 ] 4,766g 1 79.01 エンゲル係数 [ 2013年 ] 27.16% 8 62.14 紅茶消費量 [ 2009年 ] 124グラム 46 32.59

大腸がん死亡率 [ 2012年 ] 13.37 1 78.69 男性肥満率 [ 2010年 ] 38.00% 9 61.44 スマートフォン普及率 [ 2012年 ] 36.80% 47 32.14

炭酸飲料消費量 [ 2009年 ] 4,348円 1 78.22 ガン死亡者数：女性 [ 2006年 ] 1,786人 7 60.73 25歳以上ウォーキング・体操人口 [ 2016年 ] 34.6万人 46 32.14

昆布消費量 [ 2016年 ] 653g 2 77.51 ビール消費量 [ 2016年 ] 54,560㎘ 5 60.52 健康寿命：男性 [ 2016年 ] 70.29歳 46 32

肺がん死亡率：男性 [ 2012年 ] 29.27 1 77.37 自殺者数 [ 2016年 ] 269人 6 60.52 医療費 [ 2016年 ] 62,151円 46 30.87

喫煙率：男性 [ 2007年 ] 45.30% 1 76.65 脳梗塞死亡者数 [ 2016年 ] 966人 8 60.08 年間平均気温 [ 2010年 ] 10.4度 45 29.64

がん死亡率：女性 [ 2012年 ] 70.1 1 76.27 高血圧患者数 [ 2008年 ] 114,000人 9 59.49 年間晴れ日数 [ 2010年 ] 169.0日 44 29.59

干物消費量 [ 2016年 ] 13,933g 1 75.99 乳がん死亡率 [ 2012年 ] 11.33 9 59.42 1世帯あたり純資産 [ 2016年 ] 450万円 46 28

膵がん死亡率 [ 2012年 ] 8.2 1 75.76 労働時間 [ 2011年 ] 485分 8 59.3 1世帯あたり貯蓄額 [ 2016年 ] 857万円 46 27.25

悪性リンパ腫死亡率 [ 2012年 ] 2.67 1 75.66 果物消費量 [ 2016年 ] 88,082g 10 58.66 25歳以上トレーニング人口 [ 2016年 ] 9.9万人 47 26.83

年齢調整死亡率（女性） [ 2010年 ] 304.3人 1 75.46 肺がん死亡率：女性 [ 2012年 ] 7.3 7 58.64 スポーツ活動率 [ 2006年 ] 8.80% 47 26.64

胆のうがん死亡率 [ 2012年 ] 3.8 1 75 65歳以上人口（高齢者数） [ 2016年 ] 402,000人 12 57.53 外食費用 [ 2016年 ] 85,501円 47 23.35

糖尿病患者数 [ 2008年 ] 43,000人 2 74.66 狭心症・心筋梗塞死亡者数 [ 2013年 ] 915人 14 55.39 小学校完全給食実施率 [ 2015年 ] 96.79% 46 22.99

年間雪日数 [ 2010年 ] 108.6日 2 73.88 食道がん死亡率 [ 2012年 ] 3.67 13 55.26 平均寿命：女性 [ 2015年 ] 85.93歳 47 22.7

睡眠時間 [ 2011年 ] 482分 2 72.65 コーヒー消費量 [ 2016年 ] 2,658g 13 55.18 25歳以上スポーツ人口 [ 2016年 ] 51.9万人 47 21.87

女子小中学生肥満率 [ 2010年 ] 11.65% 1 72.45 しょう油消費量 [ 2008年 ] 8,178ml 15 54.92 子供用洋服購入費 [ 2016年 ] 6,481円 47 21.75

年間完全失業率 [ 2016年 ] 4.00% 2 72.15 肝がん死亡率 [ 2012年 ] 7.8 15 54.66 平均寿命：男性 [ 2015年 ] 78.67歳 47 15.25

年齢調整死亡率 1位/47都道府県青森県の特徴

参照:都道府県別統計とランキングで見る県民性https://todo-ran.com/

地域格差事例



長野県の特徴
平均寿命(男性2位/47女性1位/47)  がん年齢調整死亡率(47/47位) 野菜摂取量1位 きのこ消費量1
位 長野県は、味噌や野沢菜漬けなど塩分消費量が元々高く、脳梗塞が多かったが、まじめな県
民性もあり、塩分Gメン活動などが功を奏し、平均寿命が上昇している。

項目 実数 順位 偏差値 項目 実数 順位 偏差値 項目 実数 順位 偏差値

地震回数（震度１以上：補正なし） [ 2014年第一位 長野県 ] 67,876回 1 108.98 自動車普及率（2台以上） [ 2009年第一位 長野県 ] 74.90% 1 62.64 25歳以上ジョギング・マラソン人口 [ 2016年第一位 東京都 ] 116,000人 35 42.2

レタス生産量 [ 2013年第一位 長野県 ] 200,600トン 1 103.54 りんご生産量 [ 2009年第一位 青森県 ] 160,000トン 2 62.58 エンゲル係数 [ 2013年第一位 京都府 ] 24.27% 37 41.54

西友店舗数 [ 2010年第一位 長野県 ] 49軒 1 101.04 運転免許保有者数 [ 2010年第一位 群馬県 ] 1,482,942人 3 62 女子小中学生肥満率 [ 2010年第一位 青森県 ] 6.55% 38 40.97

白菜生産量 [ 2013年第一位 長野県 ] 224,200トン 1 97 飲酒費用 [ 2016年第一位 高知県 ] 24,182円 4 61.95 白血病死亡率 [ 2012年第一位 鹿児島県 ] 1.97 43 40.96

横断歩道での一時停止率 [ 2018年第一位 長野県 ] 58.60% 1 95.92 酢消費量 [ 2008年第一位 鹿児島県 ] 3,574ml 4 61.84 糖尿病患者数 [ 2008年第一位 島根県 ] 36,000人 41 40.8

スキー・スノーボード場数 [ 2015年第一位 長野県 ] 135ヶ所 1 95.22 自動車保有台数 [ 2019年第一位 山梨県 ] 1,839,551台 2 61.56 炭酸飲料消費量 [ 2009年第一位 青森県 ] 2,311円 37 40.12

別荘数 [ 2008年第一位 長野県 ] 43,700軒 1 92.43 脳梗塞死亡者数 [ 2016年第一位 秋田県 ] 1,554人 9 59.9 インスタントラーメン消費量 [ 2016年第一位 青森県 ] 5,283g 44 40

えのきたけ消費量 [ 2016年第一位 長野県 ] 5,026g 1 89.79 膀胱がん死亡率 [ 2012年第一位 和歌山県 ] 1 9 59.26 男性肥満率 [ 2010年第一位 沖縄県 ] 25.70% 40 39.38

小林さん人数 [ 2014年第一位 長野県 ] 69,000人 1 88.69 うつ病患者数 [ 2008年第一位 北海道 ] 22,000人 8 58.85 消費者物価地域差指数 [ 2016年第一位 東京都 ] 96.9 41 38.63

ケーヨーデイツー店舗数 [ 2010年第一位 山梨県 ] 20軒 2 85.97 健康寿命：男性 [ 2016年第一位 山梨県 ] 71.58歳 17 56.68 ソース消費量 [ 2008年第一位 広島県 ] 1,094ml 46 38.13

標高 [ 1993年第一位 長野県 ] 1,132m 1 85.95 うどん・そば消費量 [ 2016年第一位 香川県 ] 6,854円 7 56.33 鶏肉消費量 [ 2016年第一位 山口県 ] 12,802g 42 37.83

ゲートボール場数 [ 2015年第一位 長野県 ] 180ヶ所 1 83.63 65歳以上人口（高齢者数） [ 2016年第一位 秋田県 ] 641,000人 14 56.13 ハム消費量 [ 2013年第一位 富山県 ] 2,418グラム 41 37.47

きのこ消費量 [ 2016年第一位 長野県 ] 17,883g 1 82.64 25歳以上スポーツ人口 [ 2016年第一位 東京都 ] 105.1万人 14 55.31 大腸がん死亡率 [ 2012年第一位 青森県 ] 8.87 43 37.39

宿泊施設数 [ 2016年第一位 山梨県 ] 6,269軒 2 81.19 前立腺がん死亡率 [ 2012年第一位 佐賀県 ] 2.57 14 54.34 結核感染者数 [ 2009年第一位 東京都 ] 278人 45 37.36

キャベツ消費量 [ 2016年第一位 長野県 ] 23,333g 1 81.14 睡眠時間 [ 2011年第一位 秋田県 ] 469分 14 54.02 肺がん死亡率：女性 [ 2012年第一位 北海道 ] 5.37 45 37.1

りんご消費量 [ 2010年第一位 青森県 ] 33,620g 2 80.33 お菓子消費量 [ 2012年第一位 石川県 ] 81,151円 14 53.61 胆のうがん死亡率 [ 2012年第一位 青森県 ] 2.37 44 37.03

テニスコート数 [ 2015年第一位 長野県 ] 257ヶ所 1 79.15 健康寿命：女性 [ 2016年第一位 山梨県 ] 74.48歳 21 51.97 食道がん死亡率 [ 2012年第一位 秋田県 ] 2.57 44 36.49

味噌消費量 [ 2008年第一位 長野県 ] 11,901グラム 1 78.9 高血圧患者数 [ 2008年第一位 山形県 ] 153,000人 20 51.8 豆腐消費量 [ 2016年第一位 青森県 ] 68.0丁 45 35.79

小麦粉消費量 [ 2014年第一位 奈良県 ] 4,311グラム 2 78.02 アルコール消費量 [ 2016年第一位 東京都 ] 11,898㎘ 19 51.36 小学生長時間ネット利用率 [ 2015年第一位 大阪府 ] 6.80% 45 35.1

そば屋店舗数 [ 2014年第一位 長野県 ] 1,109軒 1 77.99 緑茶消費量 [ 2009年第一位 静岡県 ] 1,007グラム 22 50.96 生鮮肉消費量 [ 2016年第一位 和歌山県 ] 38,687g 45 34.77

野菜摂取量（男性） [ 2010年第一位 長野県 ] 379グラム 1 77.98 スポーツ活動率 [ 2006年第一位 宮崎県 ] 12.20% 22 50.96 牛肉消費量 [ 2016年第一位 京都府 ] 3,618g 45 34.27

砂糖消費量 [ 2008年第一位 長野県 ] 9,772グラム 1 76.39 狭心症・心筋梗塞死亡者数 [ 2013年第一位 和歌山県 ] 1,264人 20 49.62 がん死亡率：女性 [ 2012年第一位 青森県 ] 53.7 47 33.98

音楽教室数 [ 2014年第一位 長野県 ] 570軒 1 75.03 ガン死亡者数：女性 [ 2006年第一位 島根県 ] 2,373人 27 49.58 労働時間 [ 2011年第一位 神奈川県 ] 462分 43 33.6

野菜摂取量（女性） [ 2010年第一位 長野県 ] 353グラム 1 74.74 自殺者数 [ 2016年第一位 秋田県 ] 384人 23 49.21 年間降水量 [ 2010年第一位 高知県 ] 932.7mm 47 33.48

楽器購入額 [ 2011年第一位 石川県 ] 4,517円 2 74.32 乳がん死亡率 [ 2012年第一位 佐賀県 ] 9.93 27 47.96 肝がん死亡率 [ 2012年第一位 佐賀県 ] 4.67 46 32.85

食事時間 [ 2011年第一位 山梨県 ] 104分 2 69.79 ビール消費量 [ 2016年第一位 東京都 ] 71,250㎘ 24 47.95 相対的貧困世帯率 [ 2013年第一位 高知県 ] 17.30% 47 32.79

平均寿命：男性 [ 2015年第一位 滋賀県 ] 81.75歳 2 69.25 卵巣がん死亡率 [ 2012年第一位 青森県 ] 3.33 31 46.44 胃がん死亡率 [ 2012年第一位 秋田県 ] 8.17 45 32.42

果物消費量 [ 2016年第一位 岩手県 ] 96,096g 2 68.74 喫煙率：男性 [ 2007年第一位 青森県 ] 39.00% 33 46.03 殺人事件被害者数 [ 2016年第一位 沖縄県 ] 2.0人 46 32.13

医療費 [ 2016年第一位 東京都 ] 101,042円 3 68.71 悪性リンパ腫死亡率 [ 2012年第一位 青森県 ] 2.07 34 45.17 小学生携帯電話・スマートフォン所有率 [ 2015年第一位 東京都 ] 43.50% 46 31.03

食用油消費量 [ 2008年第一位 福島県 ] 12,100グラム 3 68.6 喫煙率：女性 [ 2013年第一位 北海道 ] 8.60% 32 43.91 年齢調整死亡率（女性） [ 2010年第一位 青森県 ] 248.8人 47 29.51

平均寿命：女性 [ 2015年第一位 長野県 ] 87.68歳 1 66.44 子宮がん死亡率 [ 2012年第一位 沖縄県 ] 4.1 35 43.68 じゃがいも消費量 [ 2016年第一位 新潟県 ] 7,845g 47 29.13

牛乳消費量 [ 2009年第一位 埼玉県 ] 101.93L 3 65.66 男子小中学生肥満率 [ 2010年第一位 青森県 ] 8.35% 31 43.42 年齢調整死亡率（男性） [ 2010年第一位 青森県 ] 477.3人 47 27.7

年間雪日数 [ 2010年第一位 北海道 ] 75.3日 6 63.42 コーヒー消費量 [ 2016年第一位 京都府 ] 2,244g 36 43.08 がん年齢調整死亡率 [ 2014年第一位 青森県 ] 64.19 47 25.24

中学生自宅学習率 [ 2015年第一位 秋田県 ] 98.00% 2 63.16 膵がん死亡率 [ 2012年第一位 青森県 ] 6.57 37 43.05 肺がん死亡率：男性 [ 2012年第一位 青森県 ] 17.67 47 25.22

食塩消費量 [ 2016年第一位 青森県 ] 2,780グラム 5 62.99 喘息患者数 [ 2008年第一位 岡山県 ] 13,000人 34 42.72 消費者物価地域差指数（食料） [ 2016年第一位 沖縄県 ] 94.1 47 24.63

年齢調整死亡率47位/47都道府県

参照:都道府県別統計とランキングで見る県民性https://todo-ran.com/

地域格差事例
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◆データヘルスに関するコラボ

主体となる組織（健保・人事・産業医・労組）がコラボしやすいように、全体を
視野に入れるよう、心掛けている点

本日いただきましたテーマ

企業(保険者から見た事業主)保険者

健康診断
労働安全衛生法に基づくもの

特定健診
高齢者の医療の確保に関する
法律に基づくもの

ストレスチェック
メンタル疾患

保健事業
がん検診 等

同じ人(被保険者・従業員)を見ている。

同じ人に対して協同で効率的、
効果的に取り組むことを情報提
供などを通してサポートしてい
ます。



◆Pepupのようなオンデマンドなツールを提供する側から見た、これからの個別
的・無形の福利厚生サービスの今後
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本日いただきましたテーマ

厚生労働省主導の後期高齢者支援金加算減算のインセン
ティブ制度を通してPHRが保険者に普及したが、加入者の
利用にはなかなか結び付かない。

保険者と事業主との協同で、
行動の後押しすることにより、
利用者増えることから、行動を後押し
するコミュニケーションツールとして
の利用価値が高いと言える。

保険者、事業主(企業)の健康への行動変容の後押しは、幸福と豊かな生
活を送るための大きな福利厚生といえます。


